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都市近郊部（市域の３０％）
⼈⼝︓40.1万⼈（9５.０%）
都市近郊部（市域の３０％）
⼈⼝︓40.1万⼈（9５.０%）

平成17年に6町村と合併

中⼭間部（市域の７０％）
⼈⼝︓2.1万⼈（５.０%）
中⼭間部（市域の７０％）
⼈⼝︓2.1万⼈（５.０%）

ものづくり産業集積地

トヨタ⾃動⾞本社

FCV

PHV

ものづくりのまち
豊⽥市の製造品出荷額等は、

2002年から連続して全国⼀位

国内有数の産業規模

4,332,961 4,548,439 4,659,257 

8,159,350 

13,084,732 

横浜市 川崎市 倉敷市 東京都 豊⽥市

■製造品出荷額等（平成26年
単位︓百万）

62,615ha
68%

6,740ha
7%

6,602ha
7%

3,618 ha
4%

2,829ha
3% 9,428ha

10%

＜豊⽥市の⼟地利⽤内訳＞

総⾯積
91,832ha

森林

農⽤地

宅地

道路
⽔⾯・河川・⽔路

そのほか 市域の7割を
森林が占める

１．豊田市の概要「日本の縮図 都市と中山間地の共存」



「クルマのまち」「ものづくりのまち」「環境先進都市」

ものづくり産業集積地

豊⽥市の強み 〜先端技術が創出されるまち〜

ものづくり創造拠点SENTAN

ものづくり学習

豊⽥スタジアム

スカイホール豊⽥

とよたエコフルタウン
H31.4.27 SDGｓ 情報発信拠点として
リニューアルオープン

FCV

PHVトヨタ⾃動⾞本社



豊⽥市の強み 〜⾃然豊かで原点回帰できるまち〜

■豊かな⾃然・農産物・特産物も豊富■都市近郊部にも豊かな⾃然環境

ラムサール条約登録湿地
〜東海丘陵湧⽔湿地群〜
トヨタ本社から７km弱の距離

空き家情報バンクで中⼭間地へ移住 農⼭村で多様な体験交流豊⽥市を舞台にした映画



2020年世界ラリー選手権「Rally Japan」日本開催決定

トピックス（２０２０年）

１１月９日（下山）、１０日（稲武）に、「Central Rally」を実施

※「 Central Rally」は、来年の本番のためのテストイベント

SNSで「セントラルラリー」と
検索すると、多くの動画・写真
が⾒つかります︕
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豊⽥国際紙フォーラム（2020年９⽉開催）
トピックス（２０２０年）

四季桜（小原地区）



２．外部機関等の評価 その１

【総合ランキング】

１位 豊⽥市

２位 富⼭市
３位 ⻑野市
４位 柏市
５位 岡崎市
６位 ⾼崎市
７位 宇都宮市
８位 ⾦沢市
９位 前橋市

１０位 久留⽶市
・

４４位 ・
４５位 ・

出典︓全47都道府県幸福度ランキング2018年版
（⼀財）⽇本総合研究所編 寺島実郎監修 東洋経済新報社

幸福度ランキング２０１８年版 中核市総合1位



外部機関等の評価 その２

「SDGs先進度」総合ランキング 総合４位
【総合ランキング】

１位 京都市
２位 北九州市
３位 宇都宮市
４位 豊⽥市

・
・
・
・

658位 ・

出典︓平成31年1⽉11⽇⽇経新聞出典︓⽇経グローカル
⽇本経済新聞社



３ ＳＤＧｓ未来都市になるまでの経過
人間と環境が様々な方法で融合した社会。

心地よい毎日のために無駄を抑え、そして無理なく実行できること。
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２０１５年１月「持続可能な都市に関するハイレベルシンポジウム

～人と環境と技術の融合～」

国連経済社会局（UNDESA）、
国連地域開発センター（UNCRD) 、豊田市
２３か国、７国際機関から２５０名参加

（うち海外参加者は１０６名）
⇒３月「豊田宣言」 国連より公表

２０１８年２月「SDGｓ推進国際シンポジウム2018inとよた

～「つながる」でつくる持続可能な社会～」

国連地域開発センター（UNCRD) 、豊田市
４か国、１８０名参加

関連イベント
「Think SDGｓ」
＠エコフルタウン

SDGs関連 これまでの取組



都市

⼭村

２０３０年 あるべき姿
“つながる つくる 暮らし楽しむまち・ とよた” の実現

（第8次豊田市総合計画 豊田市の将来都市像）

豊田市のSDGｓ重点分野

・エネルギー
・ モビリティ
・ ウエルネス

豊田市におけるSDGｓ推進 ２大プラットフォーム



50年後の将来都市像と今後10年間の取組の
方向性をﾋﾞｼﾞｮﾝとして描く

ＡＩ／ＩoT／ビッグデータ

豊田市未来都市研究会
(2018.1～11月）

中部電⼒、トヨタ⾃動⾞
名古屋⼤学、三菱UFJ銀⾏

豊⽥市 計５者

ビジョン
提⽰

資源・エネルギー
の地産地消

超高齢社会
への対応

交通安全の
推進

設⽴⽇ 2016年10⽉12⽇
会員
７３団体（2019年1２⽉末現在）
会⻑︓豊⽥市⻑
協議会の特徴
①ＡＩ・ＩｏＴ等の先進技術を

活⽤し、社会課題の解決を図る
②⺠産⾦学官の連携
③国内外への横展開
④地⽅創⽣推進交付⾦の活⽤
⑤総合特区の推進⺟体
⑥地⽅版ＩｏＴ推進ラボの推進⺟体
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豊田市つながる社会実証推進協議会 ＜都市部＞



おいでん・さんそんセンター

ひと・地域（活動主体）をつなぐ ことで、
都市と山村双方の課題解決を目指す取組を 展開

都市と山村が支え合う中で、 さまざまな暮らしが選択できるまちを実現

主
な
取
組

実
績

①いなかとまちの交流コーディネート
②いなか暮らし総合窓口
③「支え合い社会」の研究・実践

・コーディネート実績（H25～H28年度） １３７件
・移住実績（H25～H28年度） ８０世帯・２０７人
・「いなかとまちのくるま座ミーティング」開催
（H25～H28年度） 参加者 延べ４５０人

表
彰
等

・過疎地域自立活性化優良事例（H29年度受賞）
・「とよた里山猪肉カレー」

（H30ディスカバー農山漁村（むら）の宝選定）

＜山村部＞



エネルギー

４. ＳＤＧｓ未来都市とよた 重点分野（エネルギー）



エネルギー関連実証事業

実証テーマ 参画会員

１ ⼭村地域等における課題解決に向
けた地域サービス事業 三河の⼭⾥課題解決ファーム、中部電⼒

２ 新型超⼩型普通充電器 三井物産、ジゴワッツ

３ ＳＤＧｓとよた再エネチャレンジ 中部電⼒、トヨタ⾃動⾞、⽇本⾃然エネルギー、ユー
ピーアール

４ Ｖ２Ｇアグリゲーター 豊⽥通商、中部電⼒

５ ＶＰＰ 中部電⼒、トヨタ⾃動⾞、トヨタエナジーソリューショ
ンズ、デンソー、東邦ガス、アイシン精機

６ 蓄熱輸送体 トヨタ⾃動⾞、中部電⼒、東邦ガス

７ ⼩⽔⼒発電 豊⽥⾼専、⼩島プレス

８ 下⽔熱利⽤ 積⽔化学

９ ⽔素利活⽤ トヨタ⾃動⾞、中部電⼒、東邦ガス、東芝

実証事業総数︓３１件のうち、エネルギー関連は９件
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① 豊田市つながる社会実証推進協議会の実証として、

中部電力、トヨタ自動車、日本自然エネルギー、ＵＰＲ、豊田市が協業

② 2019年4月～2022年3月までの間に、3つのプロジェクトを一体的に展開

③ ラグビーＷ杯2019などを通じて国内外に取組を発信、横展開へとつないでいく

「SDGｓとよた再エネチャレンジ」事業イメージ

・豊田市の施設
（渡刈クリーンセンター、
面ノ木風力発電他）で発電した
再生可能エネルギーの有効活用

・産業・交通部門のCO2排出量
削減への貢献

【チャレンジ２】

【チャレンジ３】
市民参加インセンティブ

【チャレンジ１】



鯱の大祭典グランパス 豊田スタジアムの試合でCO2フリーチャレンジ
～ＳＤＧｓとよた再エネチャレンジ第１弾～

●ＳＤＧｓとよた再エネチャレンジでの位置付け
・豊⽥スタジアムには、渡刈クリーンセンター及び⾯ノ⽊⾵⼒発電所で発電した「地産地消電⼒」を通年供給（チャレンジ１）
・豊⽥市藤岡南中学校の太陽光発電設備から⽣み出した「グリーン電⼒証書」や中部電⼒のＣＯ２フリーメニューを適⽤して、

豊⽥スタジアムに供給される地産地消電⼒をＣＯ２フリー化（チャレンジ２）
・サポーターの皆様の協⼒を得てＣＯ２フリーの試合を実現（チャレンジ３）

●⽬ 的
豊⽥市産の再⽣可能エネルギーの有効活⽤、ＣＯ２削減

CO2フリーメニュー

●⽇にち
令和元年７⽉２０⽇（⼟）
令和元年８⽉１０⽇（⼟）

１８︓００キックオフ



太陽光

⾵⼒

バイオマス

豊⽥市の需要家豊⽥市の再⽣可能エネルギー

t

kW

t

kW供給
需要

バーチャル
パワープラント
（VPP）

VPPを活⽤して、
供給余剰時に貯
蔵、供給不⾜時に
供出

電⼒系統につながる様々な需要側エネルギーリソースを、あたかもひとつの発電所のように制御する「バーチャルパワープラント」を構築
し、再⽣可能エネルギーの地産地消を実現するため、電⼒需給のバランス調整や、電⼒系統安定化のための調整⼒に活⽤

送配電網

再⽣可能エネルギーの地産地消

⼯場の蓄電池やコージェネレーション、
ビルの空調等

PHVの⾞載電池、
ビルの蓄電池

需要側エネルギーリソース

全館空調やヒートポンプ給湯機、
エアコン等の家電

リソースアグリゲーター
（PHV、ビルの機器）

リソースアグリゲーター
（家庭の機器）

リソースアグリゲーター
（⼯場等の機器）

アグリゲーション
コーディネーター

リソースアグリゲーター
（家庭のエネファーム）

家庭のエネファーム等

豊田市ＶＰＰプロジェクト



モビリティ

ＳＤＧｓ未来都市とよた 重点分野（モビリティ）



1991年

2001年

2011年

資料︓総合交通体系調査（豊⽥市パーソントリップ調査）［2011年（H23年)調査］

豊田市交通の現状・課題

〇代表交通⼿段
〇平⽇・休⽇
〇豊⽥市居住者のトリップ

○⾃動⾞分担率が増加傾向にあり、７割を超えている。
○今後も、さらに⾃動⾞分担率が増加する⾒込み。
○免許保有率は都市圏平均より⾼く、特に、⾼齢者（70歳以上）の保有率が約80％と⾼い。
（課題）
このまま過度な⾃動⾞依存社会が続き、公共交通等の利便性向上を⾏わないと、将来的に⾼齢者を始
めとした移動困難者の増加等が懸念される。



■超⼩型電動モビリティ

豊田市 SDGｓ×モビリティ

■ヒューマノイドロボットの開発

●低炭素交通システム（シェアリング） Ha:mo 【トヨタ⾃動⾞】
●ヒューマノイドロボットによるインフラ協調実証 【東京⼤学】
●⼭間地でのゆっくり⾃動運転 【名古屋⼤学】
●コネクティッドカー活⽤による道路保守点検 【トヨタ⾃動⾞】
●MONETのプラットフォームを活⽤したオンデマンドバス【MONET Technologies】

■パーソナルモビリティ
■⽔素ステーション

■FCバス（SORA)
■FCV（MIRAI)
■オンデマンドバス



２０１７年度〜 Ha:mo RIDE事業の実運⽤
⺠間企業による実運⽤化及び新たな活⽤の検討
⾞両COMS109台、ステーション6５箇所、会員６，３３３名（2019.１０⽉末時点）

＜トヨタ⾞体製 COMS＞

2０１２年１０⽉〜
「次世代エネルギー社会システム実証事業」として、⺠間企業（トヨタ⾃動⾞、ヤマハ発動
機）、豊⽥市の共働により、新しい都市交通システム 通称Ha:moの実証運⽤

P-COM(1⼈乗り) T-COM(2⼈乗り)

これまでの取組（シェアリングシステム）



新たな実証 Ha:mo RIDEの走行データ活用

●関係者 豊⽥市、トヨタ⾃動⾞株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 ユーピーアール株式会社
●内 容 ・⾛⾏データを活⽤して、安全運転を5段階で評価。評価に応じ次回利⽤料⾦への充当、とよたエコポイント

・⾞両が⼤きな衝撃（⾃⼒⾛⾏が困難と思われる程度の衝撃）を検知すると⾃動的に⾃動通報受信デスクに
通知。登録された利⽤者の電話番号に運営会社から「Ha:moあんしんコール」を実施

２０１９年 ９⽉〜１０⽉
Ha:mo RIDEの⾛⾏データ活⽤による利⽤者の安全運転意識向上・事故発⽣時の安⼼
感提供の実現性を検証



中⼼市街地を観光する公道ツアー

2０１０年度〜 実証実験開始
歩⾏者と共存しながら回遊性を⾼めるためのツールとして
パーソナルモビリティの活⽤及び普及促進を⽬指す

イベント活⽤ ２０１８年〜
３輪の⽴ち乗り型パーソナルモビリティ

これまでの取組（パーソナルモビリティ）

＜トヨタ⾃動⾞製 ウイングレット＞

２０１９年８月～ 新たな超小型ＥＶの実証実験＜トヨタ⾃動⾞製 歩⾏領域EV＞

座り乗り型 ⾞いす連結型 ⽴ち乗り型



＜次世代モビリティ普及促進ネットワーク（2019.7⽉設⽴）＞

次世代モビリティを活⽤した社会課題解決を⽬指し、知⾒を共有する

つくば市

制度構築
情報発信

久⽶島町

女川町

南三陸町出雲市

豊田市

次世代モビリティ都市間ネットワーク



ウエルネス

ＳＤＧｓ未来都市とよた 重点分野（ウェルネス）



“⾃⽴”と“つながり”で⽀え合い、豊かさを創造する地域

目指す姿

中部電⼒（株）

(⼀社)三河の⼭⾥
課題解決ファーム

豊⽥市

地域サービス事業の実証

実
証
に
関
す
る
協
定

豊
⽥
市
つ
な
が
る
社
会
実
証
推
進
協
議
会

(

株)

三
河
の
⼭
⾥

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ワ̶

地
域
住
⺠
・
企
業
等

地域サービスの普及・定着に向けた
調整

⼭村地域等

事業内容
・たすけあいプロジェクト

の継承、発展
・新たなサービスの開発、

実証、展開
・対象地域での電⼒の⼩売

事業
・再⽣可能エネルギーの

普及促進

設⽴・
運営⽀援

新たなサービスの開発、実証

４ 山村地域等における課題解決に向けた地域サービス事業



たすけあいプロジェクトとは・・・
高齢者を含むすべての人が、住み慣れた場所でその人らしく最後まで暮らすこ
とができるよう、健康維持のための「見守り」「外出促進」とそれをつなぐ「移動」
を総合的に支援

（名古屋大学・豊田市・足助病院・地域住民による共同実施）

・安全で自由な移動
・地域で安心して暮らすためのコミュニティの構築

名大ＣＯＩ（たすけあい事業）の継承



社員の農業研修をきっかけに猪肉カレーを開発、発売。

「つながり」が新たな価値を生む

都市部と山村部のつながり支援

企業と地域のパートナーシップ

新たなビジネスの創出

猪を食材に利用して食糧廃棄減

環境

社会

経済

とよた里山猪肉カレープロジェクト
（交流コーディネート事業）

５. グッドプラクティス
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木製名札ケース プロジェクト



市内で開催される様々なイベントに参加、外部給電の実演を通じてPR
Ｈ30年度は20回のイベント参加
（防災キャンプ、選挙移動投票所への給電含む)

【災害に強いまち】 とよたSAKURAプロジェクト

災害時における次世代⾃動⾞の有⽤性を⾒せることで、
防災意識の向上と次世代⾃動⾞の普及促進を図る
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＜災害時の⾃助・共助の促進＞



＜災害時の機能向上＞

⼤規模地震等の災害時に応急対応として、市内の避難所等において、プリウスや
ＦＣVやＥＶなどから電源供給を可能にする外部給電設備を設置するとともに、
公⽤⾞等による外部電源供給の体制を整備し、実際の対応を想定した訓練を実施
⇒ 25か所の避難所へ接続設備を設置予定（11か所設置済み）

【避難所への給電設備の整備】

避難所への公⽤⾞等(ＰＨＶ・ＦＣＶ・ＦＣバス・EV等)による
外部電源供給及び給電設備の整備

「外部電源供給システム」を使った
電力供給のイメージ図

車両 外部給電 商用電源

避難所等

車室内給電
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最⼤出⼒は
1,500W
ガソリン満タンで
約2〜4⽇間の
給電が可能。



６. これからの展開

パートナーシップで分野横断

令和元年11月27日 始動！



中京大学学生×内閣府×豊田市

【学生による豊田市の地域課題解決チャレンジ】

テーマ
① 中山間地の過疎化

② 在住外国人

・国籍を超えた第３の居場所
・中京⼤⽣が作る在住外国⼈と⽇本⼈のコミュニティ
・保⾒団地におけるゴミ問題、マナー問題
・中⼭間地域の農地保全の担い⼿不⾜の改善
・若⼿⼈材の不⾜から起こる伝統⽂化衰退の危機
・中⼭間地域の過疎化による空き家対策
・中⼭間地域の移動⼿段対諾



新たなコミュニティが⽣まれ相互につながり、
豊かなまちがつくられる。
豊⽥市で⽣まれた好事例やグッドプラクティス
は、⽇本中へと広がっていく。

SDGS未来都市とよた
世界共通⽬標「SDGS」
を通じた国内外への貢献



「モノ」づくりのまちから、
「モノ・コト・ヒト」がつくるまちへ

未来都市とよたが⽬指す“豊かな暮らし”


